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中国南京市における廃棄物処理事情

法制度の整理と現地調査から

藤 本 延 啓
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近年の中国における経済成長はめざましい｡ しかしその反面で, 環境汚染が進行・

深刻化していることもまた衆目を集めるところである｡ 本稿では, 中国における環境

政策・法制度の現状, 特に廃棄物に関する内容のレビューを通して, 中国が抱える廃

棄物問題の有り様を制度面から整理する｡ さらに, ����年�月に筆者が実施した中

国南京市の生活系ごみ最終処分場とメタンガス回収による発電施設の視察, および関

連するヒアリング調査を元に, 南京における廃棄物収集・処理システムの展望につい

て所感を述べることとする｡

なお, 本稿の基礎となる調査研究については, ����年度に海外事情研究所より助

成を受けている｡
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環境問題について語るとき, 中国では以前から ｢四害｣ (大気汚染, 水汚染, 騒音,

固体廃棄物汚染), ｢三廃｣ (排ガス, 廃水, 固体廃棄物) という言葉が用いられてき
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�) 『全国環境統計公報』 および 『中国環境状況公報』 の各年度版を元に筆者作成



た｡ この ｢四害｣ ｢三廃｣ のいずれにも ｢廃棄物｣ が含まれていることから見ても,

中国において廃棄物問題は, 代表的な公害・環境問題のひとつとして認識されてきた

ことがわかる｡

殊に近年の経済成長に伴って, 中国における廃棄物の量は増加の一途を辿っている

のは図 �に示したとおりであるが, 例えば, ����年の工業固体廃棄物発生量が

��������万�であったのに対し, 	

�年においては	
��
���	万�と, �
年間で	��

倍以上に膨れあがっている｡
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日本において法律上の廃棄物は以下のように定義されている｡

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第二条 (定義)

この法律において ｢廃棄物｣ とは, ごみ, 粗大ごみ, 燃え殻, 汚泥, ふん尿, 廃油,

廃酸, 廃アルカリ, 動物の死体その他の汚物又は不要物であつて, 固形状又は液状の

もの (放射性物質及びこれによつて汚染された物を除く｡) をいう｡

２ この法律において ｢一般廃棄物｣ とは, 産業廃棄物以外の廃棄物をいう｡

３ この法律において ｢特別管理一般廃棄物｣ とは, 一般廃棄物のうち, 爆発性, 毒

性, 感染性その他の人の健康又は生活環境に係る被害を生ずるおそれがある性状を有

するものとして政令で定めるものをいう｡

４ この法律において ｢産業廃棄物｣ とは, 次に掲げる廃棄物をいう｡

一 事業活動に伴つて生じた廃棄物のうち, 燃え殻, 汚泥, 廃油, 廃酸, 廃アルカリ,

廃プラスチック類その他政令で定める廃棄物

二 輸入された廃棄物 (前号に掲げる廃棄物, 船舶及び航空機の航行に伴い生ずる廃

棄物 (政令で定めるものに限る｡ 第十五条の四の五第一項において ｢航行廃棄物｣ と

いう｡) 並びに本邦に入国する者が携帯する廃棄物 (政令で定めるものに限る｡ 同項に

おいて ｢携帯廃棄物｣ という｡) を除く｡)

５ この法律において ｢特別管理産業廃棄物｣ とは, 産業廃棄物のうち, 爆発性, 毒

性, 感染性その他の人の健康又は生活環境に係る被害を生ずるおそれがある性状を有

するものとして政令で定めるものをいう｡

６ この法律において ｢電子情報処理組織｣ とは, 第十三条の二第一項に規定する情

報処理センターの使用に係る電子計算機 (入出力装置を含む｡ 以下同じ｡) と, 第十二

条の三第一項に規定する事業者, 同条第三項に規定する運搬受託者及び同条第四項に

規定する処分受託者の使用に係る入出力装置とを電気通信回線で接続した電子情報処

理組織をいう｡
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この日本における ｢廃棄物｣ に相当する言葉として, 中国では ｢固体廃棄物�)｣ が

用いられる｡ この固体廃棄物は, ｢固体廃棄物環境汚染防止法｣ 第八十八条において

以下のように定義されている�)｡

第八十八条 本法における用語の定義は以下の通り｡

(一) 固体廃棄物とは, 生産, 生活やその他の活動において発生した本来の利用価値

を失ったまたは利用価値を失ってはいないものの廃棄された, または放棄された固体,

半固体や容器中の気体物品, 物質及び法律や行政法規の規定により固体廃棄物管理に

入る物品や物質を指す｡

(二) 産業固体廃棄物とは, 産業生産活動において産出された固体廃棄物を指す｡

(三) 生活系ごみとは, 日常生活において, または日常生活に提供されたサービス活

動において産出された固体廃棄物及び法律, 行政法規の規定により生活系ごみとみな

される固体廃棄物を指す｡

(四) 危険廃棄物とは, 国家危険廃棄物リストに列挙された, または国家が規定する

危険廃棄物の鑑別基準と鑑別方法に基づいて認定された, 危険な特性を有する固体廃

棄物を指す｡

(五) 貯蔵とは, 固体廃棄物を一時的に特定の施設または場所に配置する活動を指す｡

(六) 処理とは, 固体廃棄物の焼却やその他の固体廃棄物の物理的, 科学的, 生物的

特性を変化させる方法を用いて, すでに産出された固体廃棄物の数量を減少させ, 固

体廃棄物の体積を縮小させ, その危険な成分を減少または取り除く活動, または固体

廃棄物を最終的に環境保護規定の要求に合致する埋め立て場に廃棄する活動を指す｡

(七) 利用とは, 固体廃棄物から物質を抽出して原材料または燃料とする活動を指す｡

以上のとおり, 中国における法律上の廃棄物の定義は, ｢利用価値が無い｣ か, あっ

たとしても ｢廃棄・放棄されている｣ ものであり, 日本における一般廃棄物・産業廃

棄物の分類に近い ｢生活系ごみ｣ ｢産業固体廃棄物｣ の定義が存在することに並列し

て, ｢危険廃棄物｣ が定義された�つに大分類されることが見て取れる｡
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中国における環境法制度の整備は, ����年に ｢環境保護法 (試行)｣ が制定された
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�) ｢固体｣ とはいえ, 固体廃棄物環境汚染防止法第八十八条では ｢半固体や容器中の気体物品｣, 同
八十九条では ｢液体廃棄物の汚染防止には本法を適用する｣ との記述があり, 液体・気体もその
適用範囲内であることが規定されている｡

�) 本稿における法律等の和訳は, 主に���	日中環境友好保全センターによるものを使用した｡ ま
た各種和訳資料において, ｢固体廃棄物｣ を ｢固形廃棄物｣ と表現しているものも少なくないが,
本稿では原文にならって ｢固体廃棄物｣ で統一する｡



ことに端を発している｡ 現状における主な環境関連法は下表のとおりである｡

これらのうち廃棄物関連法の中核をなすものは, ����年に制定された ｢固体廃棄

物環境汚染防止法｣ であるが, 主な廃棄物関連法・関連政令・環境基準等について,

その制定上の性格から ｢法律｣ ｢行政法規・規範性文書｣ ｢部門規則・規範性文書｣

｢国家基準｣ の�種に分類しつつ, 施行年の時系列で整理する｡
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環境保護法生態・資源保護 生態・資源保護 その他関連法

環境保護法 (����) 野生動物保護法 (����) 憲法 (����)
水質汚染防止法 (����) 水土保持法 (����) 刑法 (����)
大気汚染防止法 (����) 鉱産資源法 (����) 民法通則 (����)
環境騒音汚染防止法 (����) 石炭法 (����) 民事訴訟法 (����)
固体廃棄物環境汚染防止法 (����) 省エネルギー法 (����) 行政許可法 (����)
海洋環境保護法 (����) 森林法 (����) 行政訴訟法 (����)
放射性汚染防止法 (���	) 土地管理法 (����) 治安管理処罰法 (���
)
環境影響評価法 (����) 漁業法 (����) 行政処罰法 (����)
クリーナープロダクション促進法 (����) 海域使用管理法 (����) 国家賠償法 (����)
循環経済法 (����) 防沙治沙法 (����) 都市・農村計画法 (����)
など 水法 (����) 農業法 (���	)

再生可能エネルギー法 (���
) など
循環経済促進法 (����)
など

�� ��������)

施行年 名 称 分 類

���� 固体廃棄物環境汚染防止法 法律

���� 生活ごみ埋立汚染の規制基準 国家環境基準

���� 危険廃棄物移転綴証票管理弁法 (マニフェスト) 部門規則・規範性文書

���� 危険廃棄物焼却汚染の制御基準 国家環境基準

���� 生活ごみ焼却汚染防止基準 国家環境基準

���� 危険廃棄物貯蔵汚染防止基準 国家環境基準

���� 危険化学品安全管理条例 行政法規・規範性文書

���	 クリーナープロダクション促進法 法律

���	 廃電池汚染防止技術政策 国家環境保護総局他

���	 新化学物質環境管理弁法 部門規則・規範性文書

���� 危険廃棄物経営許可証管理方法 行政法規・規範性文書

���
 輸入固体廃棄物の環境保護規制基準 国家環境基準

���� 電子情報製品汚染抑制管理弁法 (中版��
�) 部門規則・規範性文書

���� 再生資源回収管理弁法 部門規則・規範性文書

���� 電子廃棄物汚染環境防止管理弁法 部門規則・規範性文書

���� 循環経済促進法 法律

���� 廃棄電器電子産品回收処理管理条例 行政法規・規範性文書

�� ��	
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�) 孫����, ����から引用 (筆者が一部追記・修正)

) 経済産業省����, ��から引用 (筆者が一部追記・修正)



また, 中国における廃棄物関連法と日本のそれとの対応を整理するならば, 以下の

ようにまとめることができよう｡

概観するに, 中核となる法 (中国�｢固体廃棄物環境汚染防止法｣, 日本�｢廃棄物の

処理及び清掃に関する法律｣) と, �循環�の理念をささえる枠組み法 (中国�｢循環経

済促進法｣, 日本�｢循環型社会形成推進基本法｣) の下に個別法を定める体系は, 中

国における法整備が日本に比べて近年になってなされてきたこと, あるいは日本にお

けるいくつかの個別法�) に相当する法が存在していないことを勘案しても, 現在の

中国における廃棄物関連法は日本とほぼ同等の体制を整えているといってよいだろう｡
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����年に国務院が発表した, ｢国家環境保護十一五｣ (第��次�カ年計画)の重点

分野の�つとして, ｢固体廃棄物汚染の制御, その資源化と無害化の推進｣ が挙げら

れている｡

国家環境保護十一五

(三) 固体廃棄物汚染の制御, その資源化と無害化の推進
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中国 日本

法律名 施行年 法律名 施行年

循環経済促進法 ���	 循環型社会形成推進基本法 ����

固体廃棄物環境汚染防止法 �		
 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 �	��

クリーナープロダクション促進法 ���� 資源の有効な利用の促進に関する法
律 (資源有効利用促進法)

�		�
再生可能エネルギー法 ���


廃棄電気電子製品回収処理管理条例 ����
特定家庭用機器再商品化法 (家電リサ
イクル法)

�		�

壁材料の改善と省エネ建築材の推進
に関する国務院の通知

����
建設工事係わる資材の再資源化等に
関する法律 (建設リサイクル法)

����

使用済自動車のリサイクル管理方法 ���� 使用済自動車の再資源化等に関する
法律 (自動車リサイクル法)

����
自動車部品リサイクル技術政策 ���


�� ������������	���
)


) 孫���	, 巻末参考資料
から引用 (筆者が一部追記・修正)
�) 例えば, 容器包装リサイクル法 (�		�年), 食品リサイクル法 (����年), ���特措法 (����年)
等｡ 表�では割愛した｡



減量化, 資源化, 無害化を原則に, 固体廃棄物による汚染の防止・処理を, 人民の

健康を維持し, 環境の保全を保障し, 循環型経済を発展させて, 資源節約型の環境に

やさしい社会を建設するための重点分野に据える｡

１. 有害廃棄物と医療廃棄物の処分プロジェクトを実施する

有害廃棄物と医療廃棄物の処分施設建設計画の実行を加速し, 有害廃棄物と集中処

理費用徴収基準と方法を完備させ, 有害廃棄物と医療廃棄物の収集, 輸送, 処分の全

過程での環境監督・管理システムを確立して, 安全な処分をほぼ実現する｡ 残存する

クロム残滓の無害化処分を完了する｡

２. 生活ごみの無害化処分プロジェクトを実施する

都市の生活ごみの無害化処分施設建設計画を実施し, 処分能力を新たに��万トン�

日増強し, 処分率を��％以上にする｡ ごみの分類を普及させ, 処分施設の環境の監

督・管理を強化する｡ ごみ浸出液の処理を高度に重視し, 現有の簡易ごみ処理場の汚

染を処理し, 徐々に生態を復元させて, 汚染の潜在的リスクを排除する｡

３. 固体廃棄物の総合利用を推進する

石炭脈石, 粉灰・石炭灰, 冶金と化学工業の固体廃棄物, 廃鉱等の大規模な固体廃

棄物の総合利用を重点的に推進する｡ ����年までに, 固体廃棄物の総合利用率を��

％にする｡ 建築ごみ及び穀物茎, 家禽の糞便などの総合利用を推進する｡ 生産者責任

連座制度を確立し, 再生資源の回収・利用システムを完備させて, 廃電子機器・電気

器具の規模化, 無害化された総合利用を実現する｡ 輸入廃棄物の加工・利用企業を厳

格に監督・管理して, 二次汚染の発生を防止し, 廃棄物の違法な輸出入を厳しく取り

締まる｡

｢国家環境保護十一五｣ における固体廃棄物関連の問題については, 環境汚染の原

因となる有害な廃棄物と, 都市から排出される生活ごみの処理が最大の問題と認識さ

れ, さらに, 最終処分場から発生するメタンガスを利用した発電システムを各都市で

展開するなど, 廃棄物リサイクルに関する大規模なプロジェクトを進めようとしてい

ることが見て取れる｡ つまり ｢公害防止｣ と ｢資源リサイクル｣ が, 廃棄物問題の

中心的課題として国家政策レベルで認識されているといえよう｡ また, これら対策の

内容は ｢排出後対策｣ であり, 循環型社会の文脈で語られるような対応, 例えば ｢排

出抑制｣ には未だ踏み込む状況にないことが指摘できる�)｡
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�) ｢循環経済促進法｣ を持ち, ｢循環型社会｣ に向けた制度を備えた中国においてそのような状況
下にある理由としては, 直近の問題対応 (環境汚染の防止措置) や, 発生抑制を実現できる社会
状況整備などが未達成であり, 廃棄物問題をとりまく中国の現状が未だその前段階にあること等
が想像されるが, 本稿では十分な論拠を持ってそれを述べるには到らない｡
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ここまで整理してきた中国における廃棄物関連制度上の全国的な状況を踏まえ,

｢国家環境保護十一五｣ で述べられた ｢生活ごみ無害化処分プロジェクトの実施｣ ｢固

体廃棄物総合利用の推進｣ にかかわる都市の例として, ����年�月, 南京市に立地

する生活系ごみ最終処分場の�つである ｢水閣処分場｣ と, それに隣接する最終処

分場からのメタンガス回収による発電施設を視察した｡ あわせて南京市環境保護局職

員と南京市民に対する若干のヒアリングを行っている｡

本章では, この南京市における事例を参考にしながら, 日本における状況と比較し

つつ, 中国における廃棄物収集・処理システムの今後の展望について所感を述べてい

きたい｡
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南京は人口���万人を抱える大都市である｡ �日あたりの生活系ごみ排出量は����

トンにのぼる｡

南京市における生活系ごみの主な処理方法は�～�	のごみ層と��
	覆土を交互

に繰り返す埋立処分である｡ 南京市が管理する生活系ごみ最終処分場は�ヶ所ある

が, 焼却施設は医療系廃棄物に対応するものが市内に�ヶ所のみで, 一般の生活系

ごみは全量埋立となっている ��)��)｡ この最終処分場から発生するメタンガスを回収

して発電するプロジェクトが中国全土で展開されており, 南京水閣最終処分場では

����年から発電を始めている��)｡

���������	
������������

����年�月の調査時点において, 南京市では (日本で一般的に行われているよう

中国南京市における廃棄物処理事情 (藤本) ―���―

�) 中部電力����, 人民網日本語版����年�月��日号等を参考にして整理した｡
��) 南京市では各家庭当たり月額�元の廃棄物処理費を徴収しているが, 南京市が全量埋立を続けて

いる背景にはコストの低さがあるという｡ (中部電力����)
��) 一方, 産業固体廃棄物については, 南京市で発生する�����万�のうち�
万�が危険廃棄物であ

り, その��％以上は焼却処分, 焼却灰は安全を確保した状態で工場敷地内に保管されていると
いう｡ なお�����万�のうち�����万�がリサイクルされているとのことである｡ (南京市環境保
護局職員へのヒアリングから)

��) 南京水閣ゴミ埋め立て処分場でのガス回収・発電プロジェクトがこのほど国連開発計画 (����),
国連アジア太平洋経済社会委員会 (�����), 国家環境保護総局の検査に合格し, 国の発電ネッ
トワークを通じて発電が行われた｡ このプロジェクトには, メタンガス回収システム, 発電シス
テム, ネットワーク化システムが含まれる｡ 最大出力は����キロワットで, 年間に
��万キロ
ワットを出力できる｡ (｢人民網日本語版｣ ����年�月��日)



な)行政による生活系ごみの分別収集システムは存在しなかった��)｡ しかし, 有償で

売却できる廃棄物については各家庭で民間に売却処分することが一般的であって, 排

出時には埋立処分するしかないような廃棄物しか残らないという��)｡ つまり, 南京

の現状においては, 経済的インセンティブに基づく資源循環システムが機能している

のであって, 環境汚染の原因となる有害な廃棄物と, 都市から排出される生活ごみの

処理が最大の問題と認識し, 廃棄物リサイクルに関する大規模なプロジェクトを進め

ようとする国家政策は当を得たものであるといえよう｡ しかし, 高度成長期以降の日

本と同様, 生活者の経済的富裕化がもたらす生活の変化, ひいては排出される生活系

ごみの量的・質的変化は, 現状の資源循環システムの破綻をまねくものであり, なお

かつ近年の中国における急激な経済成長を鑑みるに, 生活系ごみの変化は既に始まっ

ているものと予想される｡

����年度に入って, 中国では ｢都市生活ごみ分別管理暫定規定｣ の制定に基づく

生活系ごみの分別を南京を含む大規模・中規模の都市を対象に始めている
��)
｡ さら

海 外 事 情 研 究 第��巻第�号―���―

��) �		
��マップを元に筆者作成
��) ただし, ����年より南京市でも分別収集システムの整備を始めている｡ この点については後述

する｡
��) 南京市民へのヒアリングによる｡
��) ｢人民網日本語版｣ ����年�月�
日
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に, 日本における多分別収集システムや市町村レベル・住民レベルでの廃棄物対策を

中国でも検討しようとする試みも見られることも含め��), 中国におけるこのような

新しいシステム導入や試みが, 先述した既存の経済的インセンティブに基づく資源循

環システムとのギャップの中で, 今後どのような影響を及ぼすのか興味深い｡

� � � �

中部電力����『平成��年度��	
��事業調査中国南京市浦口ごみ埋立処分場メタンガス回収

発電事業調査報告書』

榧根勇編���
『中国の環境問題』 日本評論社

井村秀文����『中国の環境問題今なにが起きているのか』 化学同人

経済産業省����『中国上海市における循環型経済の発展に向けた政策・循環型経済実施区モデ

ルの状況調査』

日本貿易振興機構 (�����) アジア経済研究所����『中国における産業廃棄物・リサイクル政

策』

日本貿易振興機構 (�����) アジア経済研究所����『アジア各国における産業廃棄物・リサイ

クル政策情報提供事業報告書』

日本貿易振興機構 (�����) 北京センター����『中国の環境・省エネ分野における欧米企業の

参入状況に関する調査報告書』

日本貿易振興機構 (�����) 北京センター����『中国の環境産業に関する調査報告書』

大和田滝惠����『中国環境政策講義』 駿河台出版

孫佑海編著����『中国環境法詳解 (����年版)』 神鋼リサーチ株式会社

寺園淳ら����｢使用済み���ボトルの国内外マテリアルフローと中国におけるプラスチック

リサイクル｣ 『廃棄物資源循環学会誌』 ���������������������
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中華人民共和国環境保護部

�����

���� �!�"�#�$%


人民網日本語版 �����
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国際協力機構 (���)) 日中友好環境保全センター

�����
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中国南京市における廃棄物処理事情 (藤本) ―���―

��) ���)による ｢草の根技術協力事業｣ である, ｢中国四川震災地区のゴミ処置循環利用支援プロジェ

クト (徳島県上勝町)｣ など｡
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